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EE昼~ 親と子のつどい
8月1日現在

男 3，122人

女

計

世帯数

3，109人

6，231人

8月27日午後 5時から、押原小中学校庭で「親と子のつどい」が

開かれました。

乙れは夏休みの行事の一つで小学校2年生の親との聞で行立われた

ものでeす。はじめに親と子の話し合いで「つどしづが始まり、そのあ

といろいろと工ゲームを楽しみ、最後は親子で「ゎ」になり夜空に花火

1 ， 534 人 I ~ をあげて夏の夜を過Cしました。

く〉く〉ο秋の全国安全交通運動Oく〉く〉
9月 21日--9月 30日

交通安全県民総講習実施



昭
和
四
十
七
年
九
月
、
飯
唆
字
乃

一
同
お
よ
び
字
新
居
前
に
居
住
す
る
人

達
三
十
二
名
か
ら
「
日
常
に
お
け
る

行
事
、
交
際
等
は
、
す
べ
て
築
地
新

居
の
者
と
付
き
合
っ
て
い
る
が
、
分

間
図
上
か
ら
、
昔
か
ら
こ
の
地
域
は

築
地
新
居
に
入
打
込
ん
で
お
り
、
伺

¥
11
/

か
と
不
都
合
を
生
す
る
の
で
、
乙
の

¥ヤ
L
-、
/
悩
み
を
解
消
し
て
ほ
し
い
己
と
、
強

/
各
方
く
要
望
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
乙
の
件

/
/
に
¥
を
昭
和
田
十
七
年
十
二
月
の
町
議
会

民
主
提
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
梨
県
知

事
に
申
請
、
認
可
を
求
め
ま
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
五
日
付

で
、
別
記
の
通
り
告
示
さ
れ
ま
し
た

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
達
三
十
二
名

を
始
め
、
こ
の
地
域
の
田
畑
の
番
地

も
、
こ
の
際
変
更
さ
れ
る
訳
で
す
が

(2) 
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こ
れ
は
、
こ
れ
に
関
係
す
る
人
達
に

す
で
に
通
知
済
で
す
。
今
後
、
町
の

開
発
と
共
児
、
こ
れ
に
似
た
ケ
ー
ス

が
生
れ
る
乙
と
〉
思
い
ま
す
。

⑤
山
梨
県
告
示
第
四
百
六
十
八
号

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
伍
法

律
第
六
十
七
号
)
第
二
百
六
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
中
巨
壁
郡
昭

和
町
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
旨

昭
和
四
十
八
年
七
月
五
日

山
梨
県
知
事田

辺

国

男

昭
和
町
大
字
飯
喰
字
乃
一
同
一
か
ら

一
五
ま
で
を

c
昭
和
町
大
牢
集
地
新

居
字
乃
戸
に
変
更
す
る

昭
和
町
大
字
飯
喰
字
新
居
前
、
一

六
か
ら
一
七
一
ま
で
を

o
昭
和
町
大

牢
裳
地
新
居
字
新
居
前
に
変
更
す
る

~ 

ラる

ゲ

ち

経

済

の

め

ま

ぐ

る

し

い

発

展

の

官
田
町
打
中
で
わ
が
ま
ち
で
も
、
中
央
自
動

的

問

杭

霊

と

、

イ

/

タ

i
チ
ェ
ン
ジ
、

4γ

タ
新
県
道
、
国
母
工
業
団
地
、
釜
無

，F。
工
業
団
地
と
、
園
、
県
、
町
と
一

回

V
L
道
体
足
立
・
り
新
し
い
町
づ
く
り
に
努

A
d
u
央
力
し
て
お
け
ま
す
。
そ
こ
で
う
つ

一

担

中

h
変
り
ゆ
く
ま
ち
の
最
新
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
は
中
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
中
心
器
付

ち
と
、
中
央
道
本
線
と
甲
府
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
、
連

絡
路
線
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
心
杭
打
ち
は
、
日
本
道
路
公
団
、
地
元
地
権
者
、

町
と
の
聞
で
慎
重
に
協
議
さ
れ
七
月
二
十
五
日
か
ら

六
日
間
に
わ
た
り
公
団
、
地
元
地
権
者
、
町
の
立
合

の
も
と
で
行
な
わ
れ
、
八
月
十
四
日
「
杭
」
の
確
認

を
し
、
次
の
設
計
協
議
の
段
階
促
進
み
ま
し
た
。

西

昭
和
町
定
例
議
会
は
去
る
六
月
二

十
九
日
開
会
さ
れ
、
条
例
、
予
算
、

請
願
等
の
重
要
案
件
を
会
期
十
一
日

間
慎
重
審
議
し
、
こ
れ
を
原
案
通
句

可
決
、
最
終
日
議
会
役
員
の
改
選
を

行
い
七
月
九
日
閉
会
致
し
ま
し
た
。

新
し
く
選
出
さ
れ
た
議
長
以
下
各

委
員
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。
議
称
思

議

長

有

泉

淳

夫

再

副

議

長

田

申

良

夫

グ

総

費

委

員

長

深

川

市

郎

グ

産
業
土
木
委
員
長
小
宮
山
卓
良
h
H

監

査

委

員

小

沢

弘

新

中
央
道
対
策
特
別

井
口
金
夫

H
H

委
員
長

水
源
対
策
特
別
委

山

下

車

H
H

員
長
圃
場
整
備
特
別
委

井
上
久
雄
再

員
長
教
育
厚
生
委
員
長
坂
本
馨
新

尚
定
例
議
会
は
三
月
、
六
月
、
九

月
、
十
二
月
比
行
な
わ
れ
ま
す
の
で

町
民
こ
ぞ
っ
て
議
会
活
動
を
傍
聴
し

て
下
さ
い
。
議
会
活
動
に
つ
い
て
、

広
報
発
行
の
希
望
が
多
い
の
で
、
出

来
る
だ
け
早
い
時
期
に
と
考
え
て
居

り
ま
す
。
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老人及重度心身障害者

居宅整備資金貸付

乙
の
制
度
は
、
六

O
才
以
上
の
老
人
と

'
」
重
度
(
一

J

二
級
て
い
ど
)
心
身
障
害
者

‘
の
た
め
に
専
用
居
室
を
増
築
し
、
ま
た
は

改
築
す
る
と
き
に
心
要
主
資
金
を
貸
付
け

守。乙ル」。貸
付
対
象
者

専
用
居
室
を
自
力
で
改
築
、
ま
た
は
増

築
す
る
乙
と
が
困
難
在
者
で
、
県
内
に
居

住
し
か
っ
次
の
者
に
貸
付
け
る
。

一
、
親
族
で
あ
る
老
人
と
同
居
す
る
者

二
、
重
度
心
身
障
害
者
と
同
居
す
る
者

三
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
も
よ
い

貸
付
条
件
等

貸
付
限
度
額
五

O
万
円

償

還

期

限

一

O
年
(
二
年
据
置
)

償
還
方
法
元
利
均
等
月
賦
償
還

保
証
人

二
人

申
請
に
必
要
主
関
係
書
類

て
申
請
者
及
び
保
証
人
の
住
民
票
の
写
し

二
、
保
証
人
の
前
年
度
の
市
町
村
民
税
完
納

証
明
書

三
工
事
費
見
積
書
及
、
ぴ
実
測
平
面
図

四
重
度
心
身
障
害
者
に
係
る
資
金
の
交
付

を
申
講
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
重

度
心
身
障
害
の
等
級
を
証
す
る
所
轄
福

祉
事
務
所
長
の
証
明
書

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
処
理
に
つ
い
て

近
代
科
学
の
発
展
に
よ
り
、
近
年

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
あ
ら
ゆ
る

万
面
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
一
農

村
に
お
い
て
も
園
芸
用
と
し
て
多
量

に
利
用
さ
れ
て
お
る
現
状
で
あ
り
ま

す。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
一持
物

処
理
は
公
害
問
題
を
起
こ
し
て
お
り

社
会
問
題
と
立
っ
て
い
る
の
も
現
況

で
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
、
市
町
村
は
共
同

し
て
乙
の
処
理
を
す
べ
く
検
討
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
県
下
全
域
を
対

象
と
す
る
園
芸
用
屍
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
盟
加
工
場
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

め
、
来
年
四
月
か
ら
操
業
す
る
よ
う

増
進
す
る
こ
と
に
在
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
聞
は
、
各

自
管
理
す
る
か
焼
却
、
埋
土
(
二

0

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
き
ざ
み
促
し
て
)

等
に
よ
り
処
理
す
る
よ
う
お
願
い
を

い
た
し
ま
す
。

焼
却
す
る
場
合
は
附
近
に
迷
惑
の

か
か
ら
ぬ
よ
う
ニ
キ
分
注
意
し
て
下
さ

い
。
又
、
道
路
、
河
川
等
へ
棄
て
る

こ
と
は
厳
に
慎
し
ん
で
い
た
だ
き
た

…

」

町

の

烏

と

花

…

ミ
7

f

l

t

己

-
E
土
日
長
一

一l

w
d
川駅

還
元
来
日
河

一

F

脇
戸

1
1
1
h納
ν
レd
本
町
に
お
い
て
は
、
町
の
グ
リ
!
一

r
q
謬

過

当

e
/
プ
ラ
/
と
と
も
に
緑
化
思
想
の
普
…

及
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
四
一

十
四
年
に
選
定
し
た
町
の
木
「
つ
ば
一

'ν

き
」
に
引
き
続
き
、
本
年
度
愛
鳥
週
恥

，

h
 

曲

I
羽

}

聞

に

ち

な

ん

で

、

町

の

鳥

、

町

の

花

+

一

「

之

を

選

定

す

べ

く

緑

化

推

進

委

員

会

己

諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
緑
化
の
一

半
。
費
、
高
揚
を
図
る
意
味
に
お
い
て
…

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
選
定
す
る
一

L
尺
乙
と
が
望
ま
し
い
旨
答
申
を
得
た
の
釦

ぷ
{
で
、
押
原
申
学
校
の
ご
協
力
を
求
め
和

生
徒
を
通
し
て
調
査
の
結
果
次
の
よ
-

4

」

?

J

Y

U

う

な

集

計

を

得

ま

し

た

。

一

…

り

町

の

鳥

一

一
位
ひ
ば
り
二
位
つ
ぱ
め
…

h

ト

二

一

位

す

ず

め

干

ド
h

h

h

醐

湖

町

べ

町

の

花

一ト
M

i

馳

鴇

一

一

一

一
位
れ
ん
げ
草
二
位
ひ
ま
わ
一

一

億

州

繍

〉

ト

M
Y
)T

hリ
一

一

一

位

き

く

一

b

司
、

|

勾
町
で
は
、
乙
の
結
果
を
尊
重
し
て
一

円
J
M

検
討
し
た
結
果
、
町
の
鳥
に
「
ひ
ば

4
一

…

円

町

の

花

に

「

れ

ん

げ

草

」

と

い

う

田

…

園
風
景
を
思
わ
せ
る
、
ま
さ
に
本
町
山

花
当
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
決
定
い
ん

た
し
ま
し
た
。
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マク〈
マ
も

Lポーツ大会-

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

敷島体育館で

昭
和
町
に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
部

が
発
足
し
て
、
一
年
と
八
ヶ
月
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
部
員
は
百
四

十
七
名
の
大
世
帯
と
な
り
ま
し
た

毎
月
十
四
日
、
三
十
日
を
定
例
の

練
習
日
と
し
て
、
鷹
野
敏
夫
先
生

の
暖
か
い
指
導
の
も
と
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

去
る
七
月
十
五
日
郡
体
育
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
折
に
は
第
四

位
に
入
賞
す
る
事
が
出
来
選
手
を

は
じ
め
部
員
一
同
益
々
張
り
切
っ

て
お
り
ま
す
。

八
月
六
日
よ
り
毎
週
月
曜
日
陀

十
固
に
渡
り
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
も
開
か
れ
、
参
加
申
し

、金
台
も
七
十
一
一
名
と
な
り
、
体
育

館
で
汗
を
流
し
な
が
ら
、
パ
ス

レ
シ
ー
ブ
ト
ス
ア
タ
ッ
ク
と

技
を
み
が
い
て
居
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
若
く
、
健
康
で
あ
り
た
い

と
願
い
な
が
ら
、
バ
レ
l
部
の
近

況
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

釜無スポーツ公園で

中
巨
摩
郡
町
村
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

昭
和
四
十
八
年
度
郡
町
村
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
九
月
三
日
釜
無
川

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
於
い
て
、
十
一
町
村
が
参
加
し
、
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

a

本
町
は
、
町
長
は
じ
め
各
議
員
さ
ん
の
活
躍
で
決
勝
戦
に
勝
進
み
警
同
町

と
対
戦
し
惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

jiだt{~~~~'必然~!~~~~;!Nt~.t~~i~f}~~がえifC泌総:ぷ
ト1滝監ソフトボール泊ーと縫話予三，~~~':.~;~:;-~
:んジ1・画、?チヲ~~-~~jぷj穂先鍛
え以~1~~!~~;;主主主主犯告訴え似iZぷ足立絞殺;

(男子)ドッヂボール(女子)大会は去

体育館で行位われました。

lしての試合でしたが、熱戦の末河西チー

。3位は上河東チームでした。
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第 3回昭和町子供クラブ対抗ソフトボール

る7月29日押原小中校庭、 ドッヂボールは

ソフトボールは、あいにくの小雨の中を押

ムが飯喰チームを 9対4と破り優勝しました

女子ドッヂボール成績

優勝押越準優勝西条一区

3位西条二区チームでした。

尚、優勝した河西チームは 8月15日釜無

J11スポーツ公園で行なわれた郡大会に出場し

1回戦櫛形町と対戦し 6対5で勝ち進み2回

戦で甲西町と対戦5対 6の接戦で惜しくも敗

れ去りました。

報

郡
大
育
祭
総
合
で
六
位

'広

ノて

ノミ

，-， 

も

第
二
十
四
回
中
巨
寧
郡
体
育
祭
が

去
る
七
月
十
五
日
櫛
形
中
学
校
を
中

心
会
場
花
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

町
体
育
協
会
か
ら
も
多
数
参
加
し
総

合
六
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

尚
種
目
別
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
敬
称
略
)

陸
上
男
子
総
合
三
位

一
般
一

O
O
m

一
位
山
本
久
幸

(
中
島
)

H
H

四
O
O
m

二
位
伊
藤
浩

(
阿
原
)

壮
年
々
少
一

o
o
m
一
位
武
井

祐
司
(
上
河
東
〉

定

巾

跳

三

位

山

田

定
幸
(
押
越
)

砲

丸

投

一

位

渡

辺

和
善
(
二
区
)

壮
年
々
少
砲
丸
投

三
位
田
中

満
(
築
地
)

壮
年
々
長
一
五

O
O
m
一
位
伊
藤

栄
(
阿
原
)

か

砲

丸

投

一

位

鷹

野
敏
夫
(
中
島
)

男
子
リ
レ

l

三
位

陸
上
女
子
総
合
三
位

ジ
ュ
ニ
ヤ
ー
一

O
O
m

二
位
角
野

和
子
(
一
区
)

一
般
八

O
O
m

三
位
河
西

照
美
(
築
地
)

グ

走

巾

跳

一

位

志

村

千
鶴
子
(
一
一
区
)

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
優
勝
柔
剣
道
準
優

勝
野
球
三
位
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
三
位
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

四
位

町和

三
十
五
才
以
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

昭

部
落
別
三
十
五
才
以
上

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
去

る
八
月
十
九
日
押
原
小
品
・

校
庭
医
於
い
て
西
条
新
田

を
除
く
、
一

O
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
の

三
十
度
を
超
え
る
暑
さ

の
中
で
熱
戦
を
転
開
レ
、
押

越
対
西
条
二
区
の
闘
で
決

勝
戦
を
行
主
い
、
接
戦
の

末
押
越
テ
l
ム
が
優
勝
し

三
位
は
築
地
ナ
l
ム
で
し
た
。

// 
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(6) 報広町和昭

各課紹介

二税務課二

主
位
仕
事
の
内
容

所
得
税
事
業
税
の
賦
課

県
町
民
税
:
:
:
の
賦
課
徴
収

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

課
員
構
成

「了寸
自家土

皇屋地

近
年
目
ま
ぐ
る
し
く
変
る
税
法
と

取
組
み
立
が
ら
税
の
賦
課
、
徴
収
乙

の
両
輪
の
歯
車
が
ス
ム
ー
ズ
の
回
転

花
よ
っ
て
町
財
政
の
重
責
を
全
ー
こ
う

し
て
居
り
ま
す
。

日
頃
他
人
の
所
得
や
財
産
を
調
査

し
経
済
的
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
ら
す
税

金
を
徴
収
す
る
い
わ
ん
や
昔
の
悪
代

官
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
税
務
課
員
、

し
か
し
町
の
大
き
な
発
展
に
つ
な
が

る
の
だ
か
ら
と
適
正
且
つ
公
平
位
課

税
を
目
標
比
一
縁
の
下
の
力
持
ち
的
在

役
割
で
あ
る
が
住
民
の
好
か
れ
る
税

務
課
と
し
て
日
夜
努
力
し
て
お
り
ま

す。(
農
地
、
宅
地
外
)

(
家
屋
評
価
)

(
大
型
機
械
器
具
、
そ
の
他
)

の
賦
課
徴
収

そ
の
子

土
口

美悟

昭
和
四
十
八
年
度
地
万
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
本
年
度
か
ら
農
地
を

除
く
土
地
を
住
宅
用
地
と
、
そ
の
他

の
宅
地
(
非
住
宅
用
地
)
に
分
け
更

に
非
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
個
人
所

有
と
法
人
所
育
と
に
分
け
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
課
税
方
式
で
固
定
資
産

税
を
課
す
事
花
伝
り
ま
し
た
。

特
花
本
年
は
三
年
毎
に
行
な
わ
れ

る
評
価
替
え
の
年
度
K
当
り
全
国
各

市
町
村
に
お
い
て
そ
の
土
地
の
筆
毎

の
評
価
替
え
が
行
主
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
於
て
は
昭
和
四
十
五
年
度

の
価
額
三
、

三
平
方
米
当
ゎ
一
万
二

千
円
が
、
唱
和
四
十
八
年
度
は
(
県

豊
定
)
三
、
三
平
万
米
当
り
三
万
三

千
円
(
い
ず
れ
も
昭
和
町
最
高
地
)

と
実
児
二
、
七
倍
の
評
価
額
の
上
昇

率
と
な
ョ
て
お
り
ま
す
。

ζ

の
新
評
価
額
で
課
税
い
た
し
ま

す
と
税
負
担
が
急
激
に
増
額
し
ま
す

の
で
課
税
標
準
の
特
例
を
設
け
課
税

標
準
額
が
評
価
額
の
二
分
の
一
に
立

り
ま
す
と
頭
打
ち
に
位
り
ま
す
。
従

っ
て
今
年
度
は
、
評
価
額
と
課
税
標

準
額
と
の
割
合
が
百
分
の
十
五
以
下

の
場
合
は
百
分
の
十
五
に
引
上
げ
ら

れ
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
度
は
百
分
の
三
十

に
昭
和
五
十
年
度
は
百
分
の
五
十
に

な
り
又
非
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
年
度
比
は
評
価
額
課
税
を

目
標
に
昭
和
四
十
八
、
四
十
九
年
の

二
年
に
亘
っ
て
調
盤
搭
置
が
行
な
わ

れ
ま
す
。ω
住
宅
用
地
と
は

専
ら
人
の
居
住
の
用
に
共
す
る
家
屋

の
敷
地
:
:
:
専
用
住
宅
敷
地
と
い
う

ω
非
住
宅
用
地
と
は

住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
(
作
業
場
、

事
務
所
、
倉
庫
等
)
の
敷
地
を
い
う

こ
の
よ
う
に
分
け
て
課
税
さ
れ
る
訳

で
す
。又
こ
の
度
の
改
正
の
中
で
乙
れ
ら

は
固
定
資
産
税
を
宅
地
の
用
途
別
に

課
税
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
宅
地
を
所
有
し
て
い
る
納
税

昔
霧
翠
匂
(
個
人
法
人
共
に
)
で
宅
地

を
住
宅
用
地
と
し
て
い
る
場
合
に
は

疹
の
宅
地
の
所
在
面
積
そ
の
上
に
建

築
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
床
面
積
及
び

用
途
な
ど
を
申
告
書
に
記
載
し
提
出

す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま

す。
申
告
書
の
様
式
、
記
載
方
法
に
つ

い
て
は
後
日
別
途
納
税
者
宛
に
送
付

い
た
し
ま
す
。

住 宅 用 地 非住宅用地

現行の調笠方法を継続するが評価額と課税 個人の所 住宅用地と全
昭標準額との割合が 10 0分の 15以下の場 有するも く同じです
和合は 10 0分の 15に引上げます。また評の
四価額と課税標準額との割合が 10 0分の 5
十 0以上を(2分の 1)を超える場合は 10 法人の所 次の算式によ
八 0分の 50で頭打ちとします。 有するも って課税標準
年じたがって昭和.8年度の課税標準額.1:すの 額を算出いた
度ベて 10 0分の 15から 10 0分の 50の
範囲の中に入ってくることになります。

昭和.8年度と同じ方法ですが評価額と課

九菌E 昭十 税標準額との割合が 10 0分の30以下の
場合は 10 0分の30は引上げられます。
したがって昭和.9年度の課税標準額はす
ベて 10 0分の 30から 10 0分の 50の

範囲の中に入ってくる事はなります。

昭制五i すべて評箔額の 10 0分の 50が課m，g草場個人の所
額となります。 有するも 共に評価額が

II~のつ=評価額 B=現行の調竪方法によI法0)人の所 課税標準額で
て算出した課税標準額 0=当年度 す

課税標準額 有するも

です改正内容は下記の通り

昭和.7年度迄は課税標準額×皆=固定資産税額

主

事

「

l
長

田

税

務

課

長

係

長

一一

主
事
補

保

坂

弥

l
l
i
五
味
和
幸

B
1
14T
l

五

味

「

井

口

。参考



報

一戸
籍
及
び
住
民
票
、
印
鑑
証
明
外

諸
証
明
等
手
数
料
の
こ
と
に
つ
い
て

は
一
同
籍
関
係
は
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
か
ら
(
法
務
省
政
令
一
五
六
号
)

住
民
票
そ
の
他
諸
証
明
は
七
月
十
日

か
ら
(
町
手
数
料
条
令
)
各
一
枚
又

は
一
件
に
つ
き
七
十
円
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

印

円

か

ら

刊

円

一一
昭

正十

日ζー

町広

同
年

和

nVJ 
7、i¥-.
日目%;1

(7) 

聖"'I'lt f! l1i t.1 

民課住
第一次住民検診日程

日 摘 要 該当者 場所 時間

6日(木) ツベリクリソ検査判定

12日(水〉 妊婦健康相談母親学級 妊婦 公民館 1時一

疑ツ反陽陰性性者
H 11 

13日(木〉 BOG接種

.19日(木) s才児健康診査 3才児 公民館 1時一

20日(釦 11 11 /1 

25日(火)
結核住民検診

28日(釦

27日(木)乳児健康相談 乳児 公民館 1時

28日(鉛 11 11 11 1時30分

30日(日)愛育祭 11 8時 30分

月日 時 間 場 所

午前 3 0ー午前 10 4 0 清水公会堂

9月 25日 午前 11 0 0 -正后 新田公会堂

午后 o 0ー午后 3 0 二区前切公会堂

午前 3 0ー午前 11 4 0 一区妙源寺

9月 26日 午后 o 0ー午后 3 0 押越公会堂

午后 4 0ー午后 3 0 阿原公会堂

午前 3 0ー午前 11 4 0 中島公会堂

9月 27 B 午后 o 0 午后 o 0 築地公会堂

午后 1 0ー午后 3 0 常永..協

午前 3 0ー午前 11 0 0 上河東公会堂

午前 11 1 0ー午前 11 5 0 樋口一雄氏宅

9月 28日
午后 o 0ー午后 2 0 常永保育園

午后 3 0 -午后 3 0 公民館前

9月行事予定

飲
酒
運
転
事
故
と
違
反
給
法
宇
状
況

ハ
昭
和
四
十
八
年
上
車
期
嘉
下
〉

の
ま
と
め

事
故
件
数
が
大
巾
に
減
少
し
た
。

昨
年
の
百
八
十
五
件
に
対
し
、

本
年
は
百
四
十
九
件
で
十
九
・
五

場
減
少
し
、
事
故
率
も
昨
年
の
六

・
七
切
に
対
し
、
五
・
八
婦
に
低

下
し
た
。

。
死
亡
事
故
が
増
加
し
た
。

昨
年
の
一
件
に
対
し
、
本
年
は

十
二
件
と
増
加
し
た
。

。
発
生
は
深
夜
が
多
い
。

午
後
八
時
か
ら
午
前
二
時
ま
で

の
時
間
帯
に
飲
酒
運
転
事
故
の
六

十
婦
が
発
生
し
、
死
亡
事
故
の
八

十
三
婚
が
発
生
し
て
い
る
。

。
若
年
層
の
者
が
多
い
。

飲
酒
運
転
事
故
は
二
十
才
代
が

四
十
婦
、

三
十
才
代
が
三
十
活
。

。

山
梨
県
警
察
官
募
集

ム
受
験
瞥
稽

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子

ム
試
験
期
日

第
一
次
十
月
七
日
第
二
次
十
一

月
中
旬

ム

場

所

県
立
甲
府
工
業
高
笠
茎
J

校

ム
受
験
申
込

昭
和
四
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
九

月
二
十
八
日

ム
採
用
予
定

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
目
、
人
員

約
六
十
五
名

。
詳
し
い
乙
と
は
派
出
所
、
駐
在

一
円
警
察
署
へ
間
合
わ
せ
て
下
さ

寸
|
農
閑
期
に
手
当

「
|
|
|
農
業
者
転
職
訓
練
生
募
集

県
で
は
農
業
か
ら
他
の
産
業
へ
就
訓
練
を
行
な
う
科
目
内
容
及
び
場
所

織
を
希
望
さ
れ
る
万
た
ち
に
対
し
て
実
施
校
甲
府
技
能
専
思
T

校

就
職
を
有
利
に
、
ま
た
容
易
促
す
電
話
甲
府
五
二

l
五
四
八
八

る
た
め
の
職
業
訓
練
を
行
な
い
ま
す
訓
諌
科
塗
装
科
、
溶
接
科

こ
の
訓
練
は
、
農
業
従
事
者
主
ら
詳
し
く
は
役
場
振
興
課
へ

ど
伝
た
で
も
愛
講
で
き
ま
す
の
で
、
訓
練
の
期
間

近
隣
の
方
々
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
一
日
か

え
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ら
昭
和
四
十
九
年
二
月
二
十
八
日

ま
で



(8) 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で

大
い
に
ハ
ッ
ス
ル

若
人
の
つ
ど
い

報

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議

で
は
、
去
る
八
月
二
十
六
日
比
白
樺

湖
畔
に
お
い
て
昭
和
町
若
人
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
し
た
。

乙
れ
は
青
少
年
の
夏
季
対
策
の
一

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
高
校

生
お
よ
び
勤
労
青
少
年
男
女
四

O
名

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
、
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
白
樺
湖
畔
で
は
、

自
己
紹
介
で
始
ま
り
歌
、
ゲ
ー
ム
、

フ
ー
l
ク
ダ
ン
ス
に
と
若
い
干
ネ
ル

ギ
ー
を
大
い
に
発
散
さ
せ
若
き
が
満

ち
あ
ふ
れ
で
い
た
。

乙
ん
注
意
味
か
ら
参
加
し
た
若
い

人
達
は
、
ひ
と
し
く
今
日
の
集
い
を

高
く
評
価
し
、
来
年
は
更
に
多
く
の

若
人
の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
は
初
め
て
の
催
し
で
合

り
ま
し
た
が
、
概
ね
成
功
裡
に
終
了

し
得
て
よ
ろ
乙
ん
で
い
ま
す
。

広町和昭

文
学
部
門
に

思
い
を
よ
せ
て

町
内
に
文
化
協
会
が
組
織
さ
れ
て

は
や
二
桁
の
年
輪
を
重
ね
た
。

当
時
の
首
長
の
施
策
の
一
端
で
大

き
く
は
社
会
教
育
を
目
指
し
て
組
織

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
敗
戦
の
混
乱

陀
よ
り
人
と
み
に
乱
れ
た
。
経
済
の

復
活
に
や
っ
き
に
立
っ
て
国
民
全
体

が
活
動
し
為
政
者
と
一
体
と
な
っ
た

結
晶
が
現
今
の
よ
う
な
大
き
な
発
展

と
文
化
の
向
上
を
見
、
人
間
造
成
と

福
祉
に
意
を
注
ぐ
様
な
過
程
を
た
ど

っ
て
い
る
。

人
間
の
福
祉
は
物
質
と
精
神
が
合

致
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
そ
ん
な
意
の
一
翼
を
担

つ
て
の
協
会
活
動
だ
が
至
難
の
面
も

多
い
、
発
足
当
時
か
ら
の
活
動
が
中

途
で
ピ
ン
ボ
ケ

し
て
し
ま

っ
た
感
も

あ
り
大
き
く
反
省
を
も
っ
て
居
る
一

人
で
あ
る
。

今
は
公
民
館
の
建
設
と
教
育
長
の

指
導
よ
き
各
部
門
と
も
活
発
な
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
が
大
き
な
実
り
を

願
い
た
い
。

さ
て
短
文
学
部
門
だ
が
過
般
来
不

幸
続
き
で
落
胆
限
ま
り
な
い
。
一
区

中
所
ひ
き
と
の
死
去
か
ら
久
保
田
美

英
さ
ん
上
髭
則
村
長
、
武
田
た
め
さ

ん
各
先
輩
方
の
逝
去
に
次
ぎ
会
長
の

窓
柳
君
が
病
床
に
あ
る
。
会
の
方
も

一
新
し
て
柳
宰
相
に
音
頭
を
と
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
主
っ
た
訳
だ
が
町
民

大
方
の
賛
意
と
協
力
が
を
ん
と
言
っ

て
も
大
で
あ
る
。
老
若
を
問
わ
ず
全

町
民
が
も
う
一
歩
開
眼
し
て
協
会
に

愛
撫
の
瞳
を
む
け
町
文
化
の
向
上
を

見
た
い
と
思
う
。
ま
た
そ
れ
が
私
共

愛
好
者
の
責
務
で
あ
り
先
輩
者
に
対

し
慰
霊
の
道
陀
も
通
じ
る
事
と
思
う

心
新
た
に
町
民
各
位
の
力
添
え
を
願

い
指
命
に
向
っ
て
前
進
を
続
け
た
い

と
も
っ
ぱ
ら
考
え
て
居
る
者
で
あ
る

飯

喰

山

本

文
化
協
会
会
員
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汚
水
呑
む
川
は
企
業
に
さ
か
ら
わ
ず
山

本

笹
舟
の
夢
消
し
小
川
消
し
て
街
長

沼

石
橋
を
た
た
い
て
渡
っ
た
足
す
べ
る
小

林

清
水
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
思
い
出
の
故
郷
へ
来
る

井

口

素

こ
れ
し
き
の
石
に
つ
ま
づ
く
急
な
用
坂

本

雅

白
黒
の
石
で
火
花
の
夜
更
け
る
桑

原

丑

待
ち
ぼ
う
け
小
石
に
ふ
ん
ま
ん
た
た
き
つ
け

森

田

狂

生
き
る
意
地
不
死
鳥
と
な
り
舞
い
あ
が
り

中

沢

の

り

子

冬
枯
れ
て
鶏
の
餌
つ
く
雀
二
羽
五

春
日
和
三
日
坊
主
へ
買
う
小
鳥
井

味口

山舟ふ
く
代

紫

水水 ‘国木堂寅花水


